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研究成果の概要（和文）： 
 
 消滅しつつある台湾・フィリピンの原住民の文化・歴史等のあらゆるものが含まれている口
誦に関して現地調査により収集活動を行った。その際には録音、録画、記述等の手法により将
来への有意義な記録として、口誦の保存・記録に従事した。一方、調査結果を各分野―言語学；
人類学；民族考古学―の観点から学際的に分析した。特に、その際に言語学的な特異な行動で
あると考えられていた現象が、実際は人類学的な規則の反映である事を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 Through the field researches in Taiwan and the Northern Philippines we collected the 
data on Oral Traditions by the moribund aboriginal peoples. After returning to Japan we 
carried out the preservation of the collected data through tape-recording, video and 
transcriptions. The result of preservation was analyzed interdisciplinary, that is, 
linguistically, anthropologically and ethno-archaeologically.  
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１． 研究開始当初の背景 
  

１）  過去３０年間近く科研費の補
助により台湾とフィリピンの原
住民の文化・言語などの海外調査
研究を行っている。 

２）  科研費の分担者は、ほとんど変
化が無く、同一の民族の研究を継
続的に行っている。また、当初の
研究者に加え、新たに若い研究者
の参加もあった。 

３）  調査対象地への定点観測的な
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調査研究を長年継続的に行って
いて、ほとんど毎年のように現地
を訪問し、原住民も我々の存在を
認知して来て、だんだんと協力体
制が整って来た。また、政治家や
政府機関の人達との交流もあり、
安全に調査が行うことが可能に
なった。 

４）  このように現地調査体制が整
っては来たが、逆に都市化と中央
集権性が進み、少数民族の文化は、
徐々に失われつつある。確かに戦
前から種々の学問分野の研究対
象となっていた台湾とフィリピ
ンの原住民の資料の蓄積はある。 

５）  しかし、原住民の独自の生活・
文化は近代化により急速に失わ
れつつある。そして、２１世紀に
入ってしまった現在、現地調査に
よる記録研究の最後のチャンス
であり緊急調査の必然性を感じ
ていた。 

 
 
２． 研究の目的 
 

１）  時間的に切迫しているために
現存する言語学、人類学の資料を
現地調査により体系的に記録し、
保存を行う事を第一の目的とす
る。 

２）  その際には、現実の活動の記録
を重要視し、カセットテープ、CD
などの音媒体の記録と音だけで
はわからない体の動きなどをＤ
ＶＤ，ヴィデオで録画し、それら
を公表することを第二の目的に
する。 

３）  また、言語学だけでは解決出来
ない問題は、人類学や民族考古学
などの分野の研究である原住民
の生活、行動の裏付けを受けて分
析し、解決へと導く必要があるの
で、調査結果を学際的に分析する
ことを第三の目的とした。 

 
３． 研究の方法 
 

１）  対象調査地点を絞り込み、各自
それぞれに現地に赴き調査を行
った。調査地に住み込み、それぞ
れの関連分野の調査を行った。 

２）  言語学は対面法により聞き取
りによる記述、録音、録画を行っ
た。また、人類学もやはり対面法
による聞き取りを行った。一方、
民族考古学では対面聞き取り方

の他に原住民と耕作地、かつての
遺跡、畑、居住地へ赴き、調査資
料を原住民の援助により収集し、
それに伴う説明を記録した。また、
祭り、儀礼などの過去からの伝統
や、その際に使われる口誦・歌を
種々の媒体により記録を行った。 

３）  帰国後は、上記の媒体の整理を
行い分担者の共通の資料として
配付を行った。 

４）  言語学では、音声資料の音響学
的音声分析、語彙の整理と編集、
テキストの文字化を行った。一方、
人類学では原住民が記憶してい
る口誦の内容を人類学的に分析
した。 

５）  原住民の諸文化現象を明確に
解明するために、その結果を言語
学、人類学、民族考古学の視点か
ら学際的に分析し、特異な言語現
象が現れる原因を究明した。 

 
 
４． 研究成果 
 

１）  録音、録画、記述資料の作成し、
このプロジェクトに参加する研
究者の記録を参加者全員に配布
し、その一部を公にした。 

２）  分担者各自が関係する分野の
研究発表を行い、論文としてまと
めた。 

３）  今回のプロジェクトとしての
共同研究の一環として、論文を執
筆 し 、 一 冊 の 報 告 書
Moriguchi,T.(edt.)(2010) 
Minority Groups in Taiwan and 
the Bashii Channel. ‘Shizuoka 
University)としてまとめた。 

４）  また、言語学的には後述のＨＰ
で長年行ってきたバタニック諸
語の最終的な比較語彙表を公に
した。 
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